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社員 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
月給制 〇 〇 〇 〇 〇 〇 無給 〇 〇 〇 〇 × 〇
時給制 〇 〇 〇 〇 〇 〇 無給 〇 〇 × 〇 × 〇
月給制 〇 〇 〇 〇 × 〇 無給 〇 〇 〇 〇 × ×
時給制 〇 〇 × 〇 × 〇 無給 〇 〇 × 〇 × ×
月給制 〇 〇 〇 〇 × 〇 無給 〇 〇 〇 〇 × ×
時給制(ﾌﾙﾀｲﾑ) 〇 〇 × 〇 × 〇 無給 〇 〇 × 〇 × ×
時給制隔日 × 〇 × 〇 × 〇 無給 〇 〇 × 〇 × ×

住宅手当

コアメニューのみ
カフェテリアポイ
ントなし（住宅補
助なし）

カフェテリアポイント

カフェテリアポイント

カフェテリアポイント

扶養手当

60歳超え
契約社員

有期社員

無期社員

サポート手当
（食事補助）

夏期休暇
（有給3日）

特別連続休暇
（有給2日）

病気休暇 電電記念日

( 1 )

正
規
社
員
の
み
の
低
額
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
回

答
に
対
し

、
３
月
26

日
、

通
信
産

業
本

部
は
「
超

低
額
差
別

回
答
」

を
見

直
し

、
す
べ
て

の
労
働
者

の
月
額

・
時

間
賃

金
の
大
幅

賃
上
げ
と

特
別
手

当
回

答
の
再
検
討
を
要
求
し
ま
し
た
。

非
正
規
社
員
の
賃
上
げ
は
ゼ
ロ

賃

上
げ
回
答

額
は
一
人

平
均
２

０
０

０
円

と
昨
年
同

様
超
低
額

回
答
が

示
さ

れ
、

資
格
賃
金

に
は
格
差

を
設
け

、
成

果
手

当
は
評
価

間
格
差
を

拡
大
さ

せ
た

不
当

な
回
答
で

あ
り
、
グ

ル
ー
プ

子
会

社
で

は
、
退
職

・
再
雇
用

社
員
平

均
１

４
０

０
円
～
１

５
９
５
円

、
60

歳
超
え

契
約

社
員
・
無

期
社
員
、

契
約
社

員
の

時
給

制
に
は
「

ゼ
ロ
回
答

」
と
、

時
給

制
社

員
に
対
し

て
は
更
な

る
格
差

拡
大

と
い
う
不
当
な
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

春

闘
ア
ン
ケ

ー
ト
に
寄

せ
ら
れ

た
非

正
規

社
員
の
厳

し
い
生
活

実
態
を

早
期

の
賃
上
げ
で
改
善
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

非
正
規
社
員
の
待
遇
改
善

一
歩
前
進

パ

ー
ト
・
有

期
雇
用
労

働
法
が

昨
年

４
月

に
施
行
さ

れ
、
今
春

闘
で
は

、
夏

期

休

暇

（

３

日

）

、

特

別

連

続

休

暇

（
２
日
）
、
電
電
記
念
日
（
０
・
５
日
）

の
特

認
休
暇
や

サ
ポ
ー
ト

手
当
に

つ
い

て
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

し

か
し
扶
養

手
当
は
社

員
と
新

た
に

創
設

さ
れ
た
無

期
社
員
の

み
で
全

て
の

労
働
者
に
支
給
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

住
宅

手
当
も
社

員
の
み
に

な
っ
て

い
ま

す
。
（
下
記
参
照
）

４
月
の
間
違
い
探
し

７
つ
の
間
違
い
が
あ
り
ま
す
。
回
答
は

裏
面

事業運営体制見直しによる人材シフトのイメージ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
各
社

は
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
の

組
織
編
成
に
つ
い
て
」
の
資
料
を

通
信
労
組
に
提
示
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
「
組
織
編
成
」
の
実
施
時
期

は
２
１
年
７
月
と
し
て
い
ま
す
。

営
業
系
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
会
社
に
マ
ー
ケ
テ
ン
グ

ア
ク
ト
を
吸
収
合
併
し
、
関
西
支

店
等
の
地
域
支
店
を
廃
止
し
、
30

府
県
単
位
に
再
編
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

組
織
再
編
に
よ
る
人
材
シ
フ
ト

事
業
運
営
体
制
の
見
直
し
に
よ

り
、
各
組
織
の
管
理
部
門
か
ら
フ

ロ
ン
ト
業
務
や
成
長
分
野
へ
の
大

胆
な
人
材
シ
フ
ト
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
利
益
の
ト
ッ
プ
ラ
イ

ン
向
上
に
資
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
新

領
域
分
野
を
よ
り
一
層
強
化
し
て

い
く
と
し
て
い
ま
す
。

（
左
図
）

こ
の
組
織
再
編
で
異
動
が
予
想

さ
れ
、
す
で
に
声
掛
け
さ
れ
て
い

る
労
働
者
が
い
て
不
安
も
予
想
さ

れ
ま
す
。

組
織
再
編
に
伴
い

労
働
者
へ
の
ス
キ
ル
の
支
援
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
は
、
こ
れ
ま
で

も
、
社
会
の
態
様
に
応
じ
る
と
し

て
、
利
益
優
先
、
効
率
化
優
先
の

組
織
再
編
や
見
直
し
を
行
い
、
人

員
を
流
動
化
さ
せ
、
人
件
費
を
は

じ
め
経
費
の
削
減
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
結
果
と
し
て
こ
れ
ら
再
編

は
労
働
者
に
労
働
強
化
を
強
い
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
社
会
的
要
求
に
対
応

し
て
、
社
員
の
要
求
に
応
じ
て
、

社
員
の
持
っ
て
い
る
能
力
・
ス
キ

ル
を
向
上
さ
せ
、
意
欲
を
も
っ
て

仕
事
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
組
織

の
在
り
方
を
追
及
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

〔 NTT西日本より通信労組に提示資料 〕

現地域本部/ﾐｯｼｮﾝ会社（本社・支店）
※企画・共通系業務

本 社管理部門



( 2 )

＊
最
近
の
で
き
ご
と

わ
が
家
で
は
パ
ソ
コ
ン
１
台

を
夫
と
私
で
、
マ
ル
チ
で
使
っ

て
い
る
。
あ
る
日
、
私
が
使
お

う
と
す
る
と
、
私
の
情
報
だ
け

が
全
て
消
え
て
い
た
。
ど
う
も

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
10
の
Ｏ
Ｓ
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
際
に
消
え
た

よ
う
で
あ
る
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
為
、
困
っ

た
こ
と
に
な
っ
た
▼
夫
も
ど
う

す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
に
聞
き
な
が
ら
や
っ

て
も
、
な
か
な
か
回
復
出
来
ず
、

私
は
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な

い
の
で
、
何
時
間
も
孤
軍
奮
闘

す
る
夫
を
見
て
い
る
だ
け
だ
っ

た
▼
そ
し
て
夫
は
気
が
付
い
た
。

消
え
た
情
報
は
ど
う
す
る
こ
と

も
出
来
な
い
が
、
一
年
前
に
買

い
替
え
る
前
の
パ
ソ
コ
ン
に
、

情
報
が
残
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
、
そ
こ
に
情
報
が
残
っ

て
い
た
。
一
年
間
分
の
情
報
は

消
え
た
が
、
そ
こ
は
眼
を
つ
ぶ

る
こ
と
に
し
て
、
本
当
に
、
や

れ
や
れ
と
思
い
、
ほ
っ
と
し
た

▼
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
と
言
い

な
が
ら
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ダ
ウ
ン

だ
と
な
げ
い
た
私
。
こ
れ
か
ら

は
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
と
れ
る
よ

う
に
し
て
く
れ
た
の
で
少
し
安

心
だ
が
、
夫
ま
か
せ
の
パ
ソ
コ

ン
使
用
、
思
わ
ぬ
落
と
し
穴
に

は
ま
り
、
夫
が
い
な
く
な
っ
た

ら
パ
ソ
コ
ン
は
無
理
だ
な
と
思

う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
（
Ｔ
）

今
国
会
で
論
議
さ
れ
て
い
る
デ

ジ
タ
ル
関
連
法
案
は
、
国
が
定
め

る
標
準
化
基
準
に
従
っ
て
、
住
民

基
本
台
帳
、
国
民
健
康
保
険
、
国

民
年
金
、
住
民
税
な
ど
17

業
務

（
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
化
）
が
を

指
定
さ
れ
、
財
界
が
求
め
る
個
人

デ
ー
タ
の
「
利
活
用
」
の
た
め
に

提
供
さ
れ
る
と
い
う
内
容
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
地
方
自
治

へ
の
介
入
、
個
人
情
報
保
護
体
制

の
後
退
な
ど
の
問
題
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
自
治
体
の
持
つ
個
人
情

報
を
民
間
事
業
者
に
提
供
す
る
義

務
が
課
せ
ら
れ
、
本
人
の
同
意
な

く
行
政
の
持
つ
膨
大
な
個
人
情
報

が
外
部
に
渡
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。国

民
へ
の
監
視
強
化

さ
ら
に
怖
い
の
が
こ
れ
ら
の
情

報
と
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な

ど
の
通
信
事
業
者
の
通
信
記
録
な

ど
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
関
連
付
け

ら
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
結
び
つ

く
こ
と
で
、
警
察
、
自
衛
隊
な
ど

の
国
家
機
関
、
企
業
な
ど
が
個
人

情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
て
思
想
、
経

済
状
況
、
身
体
情
報
な
ど
か
っ
て

に
調
査
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
国

が
国
民
の
監
視
強
化
を
行
う
こ
と

が
可
能
で
す
。

監
視
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
進
ん
で
い
る
中
国

中
国
で
は
現
在
、
全
国
民
14
億

人
を
1
秒
で
特
定
で
き
る
監
視
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
進
ん
で
い
ま
す
。

都
市
部
を
中
心
に
顔
認
証
機
能

付
き
監
視
カ
メ
ラ
が
６
億
２
６
０

０
万
台
配
備
さ
れ
（
２
０
２
０
年
）
、

こ
れ
に
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ス
ー

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
結
び
つ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
中
国
で
は
身

分
証
明
書
の
携
帯
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
身
分
証
は
、
戸
籍
情

報､

学
歴
・
職
歴
、
顔
認
証
、
位
置
・

移
動
情
報
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
通
信

履
歴
、
閲
覧
履
歴
な
ど
が
関
連
付

け
ら
れ
て
お
り
、
政
府
や
企
業
が
、

国
民
の
発
言
や
移
動
履
歴
と
い
っ

た
個
人
情
報
を
把
握
・
管
理
す
る

シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
監
視
体
制
の
強
化
に

つ
な
が
る
危
険
性

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
駆
使
し
た

「
デ
ジ
タ
ル
情
報
社
会
」
の
元
で

の
こ
の
よ
う
な
法
案
は
人
権
と
個

人
情
報
の
保
護
が
十
分
で
な
い
と

中
国
の
よ
う
な
国
民
監
視
体
制
の

強
化
に
結
び
付
く
と
い
う
危
険
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第９２回全京都統一メーデー
日時：５月１日（土） 二条城広場前 （コロナ禍であり最小人数で開催）

〈メーデースローガン〉働くものの団結で生活と権利、平和と民主主義を守ろう

生活できる大幅賃金引上げの実現、憲法9条改悪反対、全国最賃１５００円を
目指し、今すぐ１０００円に、原発再稼働反対、消費税を５％へ減税を、年金・
医療・介護・保育などの社会保障拡充で安心社会を、戦争法・共謀罪・特定秘
密保護法の廃止を市民に訴えます。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
よ
る
官
僚
へ
の

接
待
疑
惑
は
、
東
北
新
社
と

共
に
、
国
会
で
取
り
上
げ
ら

れ
、
企
業
と
政
府
官
僚
の
癒

着
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
の
接
待
が
歴

代
の
高
市
早
苗
、
野
田
聖
子

総
務
大
臣
ら
に
も
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

『
国
民
の
疑
念
を
招
く
会

食
や
会
合
に
応
じ
る
こ
と
は

な
い
』
と
繰
り
返
し
答
え
て

た
武
田
総
務
大
臣
も
3
月
18

日
の
衆
議
院
総
務
委
員
会
で

よ
う
や
く
「
会
食
に
同
席
し

た
の
は
事
実
だ
」
と
認
め
ざ

る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

武
田
大
臣
が
澤
田
社
長
と
会
っ

て
い
た
の
は
大
臣
就
任
後
の

昨
年
11
月
11
日
で
、
場
所
は
、

東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
内
に
あ

る
日
本
料
理
店
で
、
ド
コ
モ

独
立
社
外
取
締
役
、
Ｊ
Ｒ
東

海
名
誉
会
長
が
同
席
し
て
い

た
と
週
刊
誌
で
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
頃
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
ド

コ
モ
の
命
運
を
左
右
す
る
Ｔ

Ｏ
Ｂ
（
株
式
公
開
買
い
付
け
）

の
最
中
で
、
史
上
最
大
と
言

わ
れ
る
4
・
2
兆
円
規
模
の

Ｔ
Ｏ
Ｂ
が
完
遂
さ
れ
た
の
は
、

会
食
の
６
日
後
の
11
月
17
日
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
事
業
計
画
な
ど
を
認
可

す
る
立
場
の
総
務
大
臣
が
会

う
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
す
。

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
や
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
な
ど
通
信
事
業
者
21
社
は

連
名
で
４
月
５
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

に
よ
る
総
務
省
幹
部
へ
の
接

待
問
題
に
関
し
て
、
ド
コ
モ

の
完
全
子
会
社
化
を
め
ぐ
り
、

行
政
の
対
応
が
ゆ
が
め
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
か
真
相
の
究

明
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

意
見
書
の
中
で
、
第
三
者

委
員
会
の
検
証
結
果
を
踏
ま

え
、
今
後
、
ド
コ
モ
の
完
全

子
会
社
化
の
競
争
環
境
へ
の

影
響
を
検
証
す
る
有
識
者
会

議
で
も
改
め
て
議
論
し
、
そ

の
結
果
が
ま
と
ま
る
ま
で
は

ド
コ
モ
に
よ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ

コ
ム
ウ
ェ
ア
の
子
会
社
化
な

ど
、
さ
ら
な
る
再
編
を
進
め

な
い
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

公正競争確保の在り方に関する検討会議

（第2回）会議資料 （2020年12月）

ド
コ
モ
株
の
買
付
け
時
期

に
会
っ
て
い
た

通
信
業
者
21
社
が

真
相
究
明
求
め
る

さ
ら
な
る
子
会
社
化
は

検
証
が
済
ん
で
か
ら


